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Withコロナ時代
オンライン診療をあたりまえに

メンバー：川合春平 神崎達也 担当教員：鈴木勉

菅野恭花 滝谷秀 TA：榎本俊祐

中村俊太 花田大地

1

2020年度都市計画演習 11/13中間発表 4班
もくじ

１ 背景

２ 目的

３ 調査結果

４ まとめ

５ 今後の展望

3

背景
1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

•新型コロナウイルスの流行が続く

•全国で相次いだクラスター発生
10月26日時点で1761か所（内訳は右図）

医療機関はクラスター発生が多い場所の一つ

【過去一週間のクラスター感染例（一部）】

①10/21 熊本の病院でクラスター感染(患者7名,医療従事者1名)

②10/22 大阪・岡山の病院でクラスター感染（大阪11名,岡山3名）

③10/24 神戸の病院でクラスター感染（患者21名,医療従事者17名）

飲食店

23%

事業所

22%福祉施設

18%

医療施設

17%

その他

20%

クラスター発生の場所別割合

出典：【独自】全国のクラスター１７６１か所、
最多は「飲食店」…「企業・官公庁の事業所」が続く：
読売新聞オンライン
https://www.yomiuri.co.jp/national/20201030-OYT1T50077/

①https://www.nishinippon.co.jp/item/n/657167/
②https://www.asahi.com/articles/ASNBQ7G7KNBQUTIL049.html
③https://mainichi.jp/articles/20201024/k00/00m/040/196000c

319か所

379か所

307か所

441か所

クラスター対策として重要なのが

3つの密(三密)の回避
• 密閉・密集・密接を避けることが
クラスターの発生を防ぐ

• 政府や東京都が大々的に呼びかけ

• 病院でも三密を避けなければならない

多くの人が待合室で密集

診療で医師と密接

背景

医療施設で3つの密を回避するにはどうすればいいか
4

出典：東京都ホームページ
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/governor/governor/kats

udo/2020/03/25_00.html

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

3密回避の取り組み

オンライン診療
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遠隔診療のうち、医師－患者間において、
情報通信機器を通して、患者の診察及び診断を行い

診断結果の伝達や処方等の診療行為を、リアルタイムにより行う行為。
（厚生労働省オンライン診療に関するHPより）

出典：厚生労働省オンライン診療に関するHP
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/rinsyo/index_00010.html

「新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての
電話や情報通信機器を用いた診療等の時限的

特例的な取扱について」を
わかりやすく説明したリーフレット

つくば市の例
• 流星台こどもクリニック
• 医療法人 中川医院
• 田村医院

背景
1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望
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処方箋を持っていく

通常の対面診療

医薬品をもらう

オンライン診療では原則

病院・薬局に足を運ばなくてもよい

処方箋を渡す

対面診療

背景
1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望
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https://www.yomiuri.co.jp/national/20201030-OYT1T50077/
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/657167/
https://www.asahi.com/articles/ASNBQ7G7KNBQUTIL049.html
https://mainichi.jp/articles/20201024/k00/00m/040/196000c
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/rinsyo/index_00010.html
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オンライン診療

背景
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端末を使ったオンライン診療

処方箋を送信

最寄りの薬局に取りに行く
または配送

医療機関での三密回避に大きな効果
• 待合室で集まらずに済む(密集を回避)
• 医師と実際に会う必要がない(密接を回避)

コロナ対策以外の面でも効果あり！
• 病院までの交通費の節約
• 通院による車利用の削減

利点① 利点②

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

背景

普及率は低い
オンライン診療の利用率は約1.9%

※利用率：患者の中で実際に利用した事がある人の割合
出典：デロイトトーマツグループ「コロナ禍での国内医療機関への通院状況・

オンライン診療の活用状況」に関するアンケート調査結果を発表

https://www2.deloitte.com/content/dam/Deloitte/jp/Documents/about-deloitte/news-releases/jp-nr-nr20200817.pdf

8
オンライン診療はなぜ普及しないのだろうか

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

目的

• 待合室で集まらずに済む
(密集を回避)

• 医者と実際に会う必要がない
(密接を回避)

▶クラスター感染の予防
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• 医療機関での待ち時間を短縮
• 移動時間の短縮
• 移動費用の削減
• 処方薬受け取りの効率化

(自宅配送など)

▶通院による負担を軽減
（特に体力に問題のある高齢者・
最寄りの医療機関が遠い患者等）

新型コロナウイルス流行をきっかけに

オンライン診療を普及・促進
オンライン診療の良さを保ち
コロナ終息後も継続的な利用を

コロナ対策面

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

オンライン診療を広める目的
その他 • 現状ではオンライン診療は広まっていない

• 広めるためには阻害要因を解明する必要性がある

広まらない阻害要因に対する対策を考える必要がある

制度的問題
社会のニーズ

周知等

目的

オンライン診療普及の阻害要因を解明し

その対策を検討・実行すること
10

調査の目的

技術的問題

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査における目的

演習の流れ
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1.普及の阻害要因を解明する
医療関係者へのヒアリング
事例・過去調査の収集

2. 要因を分類してそれぞれの対策を考える

技術的問題 制度的問題 ニーズ・周知

別の方向からアプローチ
(指紋認証や看護師MaaS

連携)
制度を変える メリットの宣伝

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査結果

調査① 医療関係者へのヒアリング

調査② 過去の患者・医師への調査の収集

調査③ 国内外の事例調査

調査④ GISを利用した調査
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オンライン診療やそれが普及しない構造
を解明するため以下の調査を実施した

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

7 8

9 10

11 12

https://www2.deloitte.com/content/dam/Deloitte/jp/Documents/about-deloitte/news-releases/jp-nr-nr20200817.pdf
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ヒアリング先：筑波大学医学医療系鶴嶋英夫准教授

研究分野：脳神経外科学、デバイス関連化学、無機材料・物性、応用薬理学

①ヒアリング
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筑波大学TRIOS より
https://trios.tsukuba.ac.jp/researcher/0000001826

調査① 調査② 調査③ 調査④

医療関係者の立場から見たオンライン診療の

1. 現状と課題
2. メリット・デメリット
3. これからの時代における意義
4. 問題点と対策

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

現状におけるオンライン診療の課題

前提として...

大きな病院には重篤な患者が来る

⇒遠隔診療には向いていない

よって、実施するべきは診療所

診療所
経営がうまくいかないと潰れてしまう
⇒普及率は低い

オンライン診療は診療報酬が少ない
対面：3500円 ⇒ 遠隔：1500円

開業医はオンライン診療をやりたくない
14

①ヒアリング 調査① 調査② 調査③ 調査④

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

オンライン診療のメリット・デメリット

デメリット
✓医者が得られる情報量が少ないため、兆候を見落とす可能性（特に初診）
✓機器の使い方が分からないなど、患者側の技術的な課題
✓なりすましや情報漏洩など、セキュリティ上の問題
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メリット
✓ 感染症の院内感染を防ぐことができる
✓ 通院時間をなくせるため、病院が遠い人の助けになる

①ヒアリング 調査① 調査② 調査③ 調査④

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

オンライン診療のこれから

将来的には...

•希望する患者（病院が遠い、感染症のリスクを避けたいなど）
がオンライン診療を選べるようにする

• 24時間の健康状態測定など、新しい医療の形を作る

改善点

•保険点数の低さから普及率が上がらない

•医者が得られる情報を多くする必要がある

•セキュリティ上のリスクに対する対処
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①ヒアリング 調査① 調査② 調査③ 調査④

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

オンライン診療が普及しない原因とその対策例
技術的問題

• 医者が患者から得られる

情報量不足

• 患者側の技術的な対応力

• なりすまし

• 情報漏洩

対策
• 最新機器の導入により診療の質を向上させる
• 操作を手助けするシステムを作る
• マイナンバーや生体認証などによる本人確認
• 高度なセキュリティソフトを義務づける

制度的問題
• 保険点数の低さ

• オンラインへの規制

対策
• 保険点数の見直し
• 安全性に配慮した上での規制緩和
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①ヒアリング 調査① 調査② 調査③ 調査④

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

日本の保険制度がまだ対応していない

保険点数について

https://online-m.org/wp-content/uploads/113197d6e59f52ce24c027acb765efcd.pdf

『日本オンライン診療研究会』の調査では、
診療報酬の算定要件が厳し過ぎる（右表）

６割以上がこれらを算定せずに行なっている実態

特にここ！
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調査① 調査② 調査③ 調査④

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望
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https://trios.tsukuba.ac.jp/researcher/0000001826
https://online-m.org/wp-content/uploads/113197d6e59f52ce24c027acb765efcd.pdf
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中央社会保険医療協議会：かかりつけ医機能等の外来医療に係る評価等に関する実施状況調査(2019)

「オンライン診療を実施しない理由」

過去の患者・医師への調査の収集

19

患者がオンライン診療を受ける意思を伝えれば
オンライン診療が受けられる可能性

患者側

[出典] 
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000566777.pdf

医師側

医師から
提案されないため

患者の
希望がない
ため

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④

国内でのオンライン診療における代表的な5つのシステムの特徴を表にまとめた。

国内のオンライン診療サービス例
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サービス名
(運営会社)

オンライン対応範囲 予約の際の医療
機関の認証

ヘルスデータ
の連携

会員数
提携医療機関数

薬の配送

CLINICS
(MEDLEY)

予約・問診・診療
・会計・処方

不要
再診時は必要

無し データなし 薬が配送される

curon
(MICIN)

予約・問診・診療
・会計・処方

必要 有り 導入医療機関数
4500以上

薬または処方箋が配送される

YaDoc
(Integrity 
Healthcare)

予約・問診・診療 必要 有り 導入医療機関数
2200以上

ポケットドクター
(MART OPTiM)

予約・診療・会計
・処方

必要 有り 提携医療施設数
1万

薬または処方箋が配送される

E park
(くすりの窓口）

予約・診療・会計
・処方

初診不要
再診時？

無し 加盟薬局数 2万 処方箋の原本が配送される

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④

◆内容
オンライン診療

◆特徴
・国内シェアNo1
・24時間365日診療が可能

→診察の早期化
→予防医療への期待

◆利用者
会員数2200万人以上
登録医師数は3100人
（平均医療従事年数20年以上）

海外のオンライン診療サービス例

◆内容
オンライン医療相談
病院検索や医薬品の配送

◆特徴
医薬品などの配送などは提携会社
（Go-jek）のプラットフォームを利用
している

◆利用者
提携医師数は2万人超え
提携病院数は1400超（2019年時点）

https://www.halodoc.com/

中国
Ping An Good Doctor

インドネシア
Halodoc

アメリカ
Teladoc

https://www.teladochealth.com/

◆内容
総合健康プラットホーム
(オンライン診療、医薬品宅配、

健康情報メディアなど)

◆特徴
保険会社で（定年退職後などの）
医療関係者を雇用し
医療行為を行っている

◆利用者
雇用医師1000人越え
契約外部医師4万人以上

http://www.pagd.net/?lang=EN_US
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1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④ 国内の先進事例

専用車に看護師が乗車し患者のもとを巡回しながら
オンラインで医師とつながる態勢。

医師の指示に従って看護師が必要な処置を行ったりする。

出典：ソフトバンクのビジネスWEBマガジンFUTURE STRIDE
https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/technology/20200310/
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オンライン診療の技術的な問題を解決
特に山間部や高齢化が進む地域に！

地域の交通課題を「ヘルスケアモビリティ」が解決！

医療MaaS「医師の乗らない移動診療車」

実施日 ：2019年12月12日～
実施場所：長野県伊那市
実施主体：MONET Technologies株式会社と

株式会社フィリップス・ジャパンが連携

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④

リモケア
・看護師が端末を持って患者の自宅に訪問し、オンライン診療を行う
・医師は診察室から診察
・専用端末の起動には世界No1レベルの顔認証技術を導入
・NTTドコモのネットワーク上に専用の閉域環境を構築し、専用サー
バーでデータ保守を行うなど、万全のセキュリティシステム

高齢患者のコンピューター機器へのリテラシー不足
セキュリティ問題といった技術的問題を解決！！

23出典 リモケアホームページ https://www.remo-care.net/

国内の先進事例
1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④

•つくば市において徒歩圏(800m)に内科を
取り扱う病院・診療所が存在しない地域
に住む人口(2015年)は推定で120,605人

• 2015年のつくば市の人口は226,963人

•病院に限定した場合は推定で215,470人

•つくば市に住む約53%の人は徒歩圏内に
内科の病院・診療所が存在しない

病院へのアクセス性(つくば市)

24

移動を伴わないオンライン診療は
つくば市民の多くにメリットとなる可能性

つくば市内の病院・診療所の徒歩圏
■ :病院■:診療所

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④

19 20
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https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000566777.pdf
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https://www.teladochealth.com/
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病院の配置(つくば市)
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オンライン診療が行われている病院の分布図
・黒点・・・オンライン診療を行っている病院（再診）
・緑点・・・オンライン診療を行っていない病院
・赤メッシュ・・・人口の総数（濃くなるほど人口増）
・画面中央・・・つくば市

特徴
・オンライン診療を行っている病院はつくば駅周辺に固
まっている
・つくば市北西部にはオンライン診療を行う病院がない
・オンライン診療を行っている病院はおよそ11％のみ

もし自分の近くのかかりつけ医等がオンライン
診療を開始したら、オンライン診療の利用者が
増えるのではないか

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

調査① 調査② 調査③ 調査④

26

調査のまとめ

普及の阻害要因

技術的問題

制度的問題

ニーズ・周知

患者の心身状態に関する情報の不足・患者の対応力不足

保険点数が低い

認知されているにも関わらず患者の利用意思が低い

実態把握

事例調査

アクセス性・配置

技術的問題への対応策

地理的特徴をオンライン診療のメリットにつなげる

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望

今後の展望

• 医療分野内外問わずオンライン診療についての問題を解決
している事例の収集

• オンライン診療の既存システムの分類
• 過去の調査・アンケート結果の収集
• オンライン化による効果の推定
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事例を参考にし、つくば市に適したシステムを考える

技術的問題やニーズ・周知に対して具体的な対策を検討

• つくば市の特徴分析（人口密度やアクセスなど）
• つくば市に適したオンライン診療システムの提案

1背景 2目的 ３調査結果 ４まとめ ５今後の展望
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